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al心hazIYδlbars Bahadur Khan GhazIと見倣される。更に， Raquette
氏は「救令」本文上2箇所に捺された同ーの円形印章の銘文を YoI bars 

































その人物名は SayfAllah Beg Choriisとされるべきである。尚，この人
物の活動については後述する。































H置di なるクーサン Kiisan の知事（~akim）のもとで成長し，父の死後アクス
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ー ル ・ ム ハ ン マ ド Abii a l - M u h a m m a d を ア ク ス ゥ ヘ 呼 び 出 し ， 一 緒 に カ ー シ
ュ ガ ル へ 軍 を 率 い た （ T S h M , pp. 62, 63） 。 ス ル タ ー ン ・ ア フ マ ド ・ ハ ー ン
は ， 多 数 の 武 将 達 （ umarii ’ ） が ア ブ ド ウ ツ ラ ー の 味 方 を し て い る 事 を 知 り ，
パ ル フ B a l k h ヘ 逃 げ ， ジ ャ ー ン 朝 の イ マ ー ム ・ ク リ ー ・ ハ ー ン I m a m Quli 
K h a n の 支 援 で カ ー シ ュ ガ ル に 軍 勢 を 率 い よ う と し た が ， そ の 途 上 ア ン デ イ
ジ ャ ー ン A n d i j a n の 人 々 と 合 戦 し て 殺 さ れ た （ T S h M , p. 63 ） 。 一 方 ， ア ブ
ド ウ ッ ラ ー は ス ル タ ー ン ・ ア フ マ ド ・ ハ ー ン の 逃 亡 後 ヤ ｝ ル カ ン ド に 入 り ，
カ ー シ ュ ガ ル ・ ホ ー ジ ャ 家 の ホ ー ジ ャ ・ ム ハ ン マ ド ・ ヤ フ ヤ － K h w亙 ja
Mu~amm,ad Y  a~yii 1~出迎えを受け，ハーン位（khani）に即いた（TShM,
pp. 63, 64） 。 そ れ は ヒ ジ ュ ラ 暦 1048／ 西 暦 1638 ー 39年 の 事 で あ っ た （ T S h M ,
p.65 ）。
(2) カ ー シ ュ ガ ル の ヨ ル パ ル ス と ホ タ ン の イ プ ラ ー ヒ ー ム
ア ブ ド ウ ツ ラ ー ・ ハ ー ン は 即 位 後 カ ー シ ュ ガ ル ， ヤ ン ギ ・ ヒ サ ー ル
Y 亘 命 T Hisiir ， ア ク ス ゥ ， ウ チ U c h ， パ ミ ー ル 高 原 中 の サ リ グ ・ コ ル
S a r i g h  Q δ l， ホ タ ン K h o tan， ホ タ ン 地 方 の 町 カ ラ ・ カ シ ュ Qarii Q 亙 sh 各 地
の 支 配 権 を ベ グ 達 や 自 ら の 子 弟 に そ れ ぞ れ 委 ね た 。 す な わ ち ， 〈 シ ャ ー ・ マ
フ ム ー ド の 歴 史 〉 は ハ ー ン の 即 位 に 続 け て 次 の と お り 記 す 。
〔アブドウツラー・ハーンは〕カーシュガルの支配権（~ukiimat）を
S u b h a n  Q u l τ B e g . に 定 め た 。 抽 rz亙 S h a h i d C h o r a s を ヤ ン ギ ・ ヒ サ
ー ル へ 支 配 者 と し て （ b e・】 iukiimat) I派 遣 し た 。 ア ク ス ゥ の 支 配 権
(im亙 rat）を M i r z a ‘A b d  al-Sattiir B e g に 託 し た 。 ウ チ の 支 配 権
（ ~ukiimat）を Mirza K u c h i k  C h o r亙 s に 与 え た 。 〔 中 略 〕 サ リ グ ・ コ ル
を M i r z a S h a h b a z  C h o r亙 s に 委 ね た 。 イ プ ラ ー ヒ ー ム ・ ス ル タ ー ン
陛 下 甲 吋 rat・i I b r a h i m  Sult如 を ホ タ ン の 国 の 統 治 （ saltanat・i
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［表〕カーシュガル・ハーン家略系図
‘Abd al-Rahim 
‘Abd Allah Abu al-Mutiammad Ibrahim Isma‘Il 


















































Senge は Ghaldam~51 〔のカーシュガルでの略奪〕を妬んで， ケリヤ攻










































Khw亙jaMu~ammad ‘Abd Allah371に敬意を払わないでいた（TShM,p. 85) 
という。のみならず，ヨルパルスは母方のおば，すなわちミールザー・ア
ブール・ハーデイー・メクリート MekrHの娘シャーブザーダ・マーヒム
Shahzada Mahimをアー フアー ク・ホー ジ、ャ互faqKhwajaに嫁がせ（nisbat
k ard），その信奉者となった（mukhli~ wa mu‘taqid shud）のである珂）。
"' ＇…－－，－~何一鳩山＿＿, ＿＿＿一一門吋叩←一一一一一一時一一舵一時由四四四.I－明一朝一一間一一一一一一由民吋常時一叩－－町一一叩吋一一市一一
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ブドウツラー・〕ハーンと大貌下（l;Ia<;lrat-i‘AzTzan) 〔＝Khw亘ja
Muhammad ‘Abd All亘h］“）は下手の道を騎行した。シー グ村（qarya-yi
STg）に着いた時， DarwishMu~ammad Y as亙wulを数名の者と共に
殺した。カーシュガルから Mirza‘Air Shah BegchTk, Mirza Sayf 
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